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は　じ　め　に

　文部科学省が，平成23年12月に発表した教職員の病気休職についての調査

結果によると，平成22年度の病気休職者数8，660人のうち，精神疾患による

休職者数は5，407人にのぼり，病気休職者全体の6割を超える状況となってい

ます。

　本県においても同様の傾向であり，教職員に対するメンタルヘルス対策が重

要な課題となっています。

　このような状況を受け，広島県教育委員会では，労働安全衛生法及び学校保

健安全法等の関係法令に基づき，安全衛生管理体制の整備を推進するとともに，

定期健康診断をはじめとする各種の健康診断及び生活習慣病予防検診の実施，

「職員健康管理システム」に基づく日常的な健康管理の取組の推進，メンタル

ヘルス相談：事業の充実等，メンタルヘルス対策を推進し，教職員の心と体の健

康の保持・増進に努めてきたところです。

　とりわけ，メンタルヘルス対策においては，早期発見・早期対応が重要であ

り，所属職員を管理監督する立揚にある管理職が職揚におけるメンタルヘルス

について正しい知識を持ち，適切に対応することが求められています。

　そのため，広島県教育委員会では，各所属でより適切なメンタルヘルス対策

が行えるよう，精神疾患による病気休暇又は病気休職の後，適切な治療や対応

により職務に復帰又は復職した教職員と，その所属校の校長にヒアリング調査

を行い，本事例集を作成しました。

　今後，各所属において，日常的なメンタルヘルス保持の取組や，精神疾患を

抱える教職員の対応の参考として，ひいては，教職員が健康で職務に専念でき

る職場環境の充実に向けて本事例集を御活用いただければ幸いです。

平成24年2月

　　　　　　　　＼

広島県教育委員会事務局管理部教職員課

　　　　　　　　　　　　　・健康福利課
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第1章教職員のメンタルヘルスと管理職の役割

1精神疾患の未然防止

（1）メンタルヘルスの日常管理

　職場のメンタルヘルス対策を進めていく上で，管理職は，普段から教職員の健康状況，勤務状況

の把握を行っておくことが切要です。

①職場の雰囲気づくり

　　上司や同僚に気軽に相談できる人間関係の構築や職場の雰囲気づくりが大切です。日ごろから

　お互いにあいさつや声掛けなどを行い，職場において，話がしゃすい雰囲気づくりに努めましょ

　う。

②サインを見逃さない

　　日ごろから，教職員の状況に気を配り，表情や言動等の変化を感じたら声を掛けるなど，サイ

　ンを見逃さないように努めましょう。

③1年目に注意

　　転任して1年目や新たな校務分掌を受け持つなど，初めての経験をする場合は，ベテランの教

　職員であっても，精神的・身体的負担が掛かるものです。

　　管理職は，特に採用1年目や転任1年目の教職員に注意し，日ごろから教職員の話を聴くなど
　　　　　　　　　　　　　　　　’
　して，日常的に健康観察を行うことが重要です。

④教職員の仕事ぶりを把握し，必要に応じた支援を．

　　職場での教職員の仕事ぶりに目を配り，行き詰っているところがあれば，積極的に教職員から

　悩みを聴き取り，必要な支援を行いましょう。．

⑤職場のストレスを軽減

　　会謹や行事の見直し等による校務の効率化を図り，正規の勤務時間外における業務量の縮減を

　進めるとともに，一部の教職員に過螢な負担が掛かっていないか，業務量の配分に留意すること

　が必要です。

－
1
．
1
．
．
幽

　
　
、
」

（2）「おかしいな」と感じたら

　日常的に教職員の状況把握を行う中で，職員の言動に「おかしいな」ζ感じることがあれば，躊

躇せず，できるだけ早く対応することが重要です。

①教職員の話をよく聴くこと

　　管理職は，教職員の表情や言動から「おかしいな」と感じたら，その教職員の話をよく聴くこ

　とが大切です。また，必要に応じ専門医への受診を勧めるqζも大切です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
②安心して病気の治療に専念できる支援を

　　不調を感じながらも，自分が体むことで周囲に迷惑が掛かるのではないかと思い，悩みを抱え

　込んでしまったり，疲労回復のために休暇を取得することを躊躇したりするケースがあります。

　　教職員の変調に気付いたら，躍躇せず早目に対応し，教職員が安心して病気の治療に専念でき

　る支援を行うことが必要です。
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2病気療養中の対応のポイント

　　教職員力備神疾患となり，勤務できない状況になった場合は，管理職として次の対応を行うこと

　が必要です。

（D本人との連絡

　　病気療震中の教職員の状況を把握することは，管理職として当然の責務です。

　　適宜，面談や電話を通じて実際に本人と会話し，きちんと通院しているか，薬の服由はどうか，

　主治医からはどのようなことを言われているか，生活のリズムは整っているかなど，本人の状況

　を適切に把握することが必要です。

　　復帰や復職の際には，本人の希望等を聴き取っておくことが必要ですし，その状況に応じて，

　本人の担当する業務罵の軽減を検討する等，一定の配慮をする必要があります。

（2）主治医との連携

　　管理職は，教職員の主治医と連携を國っておく必要があります。

　　本人の承諾を得て，本人が医療機関を受診する際に早い段階で同伴し，職場での状況，また人

　事上の制度などを主治医に伝え，治療の参考にしてもらうことが大切です。その場合，主治医に

　対し，今後も定期的に連携できるよう依頼しておくことも重要です。

　　また，病気が快復し，復帰又は復職する場合には，主治医から医学的な見地からの受入れ体制

　のアドバイスを受ける必要があります。なお，休職から復職する場合，事前に本人及び主治医書

　と協議して復職プログラム実施計画を作成する必要があります。

（3）家族との連携』

　　家族の中には，教職員が精神疾患となつ1Eことによるショックや将来の不安から，本人に対し

　批判的になったり，原因を職場の対応に向げたりすることもあります。時には，管理職は家族の

　の不安の解消に向け，家族から本人の状況や思いをしっかり把握し，家族との信頼関係を築くこ

　とも必要です。

（4＞教育委員会との連携

　　教職員が病気療養している期間，管理職が把握した状況については」その都度，教育委員会の

　人事主管部署に報告してください。こまめに報告し．連携することにより，早期に今後の対応に

　ついて調整すること力堰きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「＼
（5）職場・同僚への対応

　　教職員が円滑に職務に復帰し，また病気を再発さぜないためには，職場内における病気に対す

　る理解と，復帰後の協力体制の構築が不可欠です。　　　　　　　　　嘱

　　管理職は，本人の病気療養前の業務量を軽減する必要性について検討し，軽減する場合には，

　本人の同意を得た上で，職場の理解と協力を得ることが必要です。
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3精神疾患に係る人事管理上の制度等

　　教職員が精神疾患となり，勤務できない状況となった場合，病気が快復し職場に復帰や復職する場

合には，管理職は適切な人事管理上の手続を行う必要があります。

（1）病気休暇

　　病気休暇は，特別休暇のrつで，その取得に当たっては，休暇を取得しようとする教職員が譜求

　し，所属長が承認することが必要です。

　　また，週休日や休日等を除いて，連続6日を超えて請求する場合は，医師の診断署等が必要です。

（2）病気休職

　　休職とは，病気休暇とは異なり任命権者が行う分限処分の一つです。公務能率の維持を目的とし

　て行われる分限処分は，不利益処分であるため，慎重に行う必要があります。

　　したがって，所定の様式の診断書，本人の願い，所属長の意見書を求めで任命権者である広島’

　県教育委員会が休職ゐ発令を行います。

　　休職中の給料は，休職期間が満2年に達するまでは8割を支給，3年目からは無給となります。

　　精神疾患に；よる病気休暇を180日間取得してもなお職場に復帰できないと判断する場合には，休

　職の手続を行うことになります。

（3）病気休暇（精神疾患）から復帰する際の取扱い（詳細は第3章R45～51を確認してください。）

　　病気休暇から復帰する際，円滑な復帰と病気の再発防止を目的として，次のように取り扱います。

　　・　1か月を超える病気休暇（精神疾患）から復帰する際には，学校において病気休暇の期間中に

　　任意の経過観察を1週間程度実施し，復帰して勤務できる状態かどうかを確認します。

　　・．経過観察の結果，復帰が困難であると校長が判断した場合には，主治医と連携の上，引き続き

　　病気休暇又は休職の手続を行います。

　　・　経過観察を実施した場合にはその報告を指定された様式によって，職員が復帰する前までに

　　教育委員会に報告します。

（4）病気休職（精神疾患）から復職する際の取扱い～広島県教職員職場復帰サポートシステム～

　　（詳細は第3章P．52～58を確認してください。）

　　精神疾患による休職者の円滑な復職を図るため，所属畏が本人，主治医等と連携を図りながら，休職

　中の状況把握，復職に向けての復職プログラムの実施，復職後の受入体制め整備等を行っていくもので

　す。’

　　　　　【55日前】　　　　　　　【45～15日前】　　　　　　　　　　　【0日前】
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※日程は目安としてのものです。具体的な日程については，休職者の状況，審査会日程などを考慮して個別に設定していくことになります。
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（5）広島県公立学校復職トレーニング（詳細は第3章R59～65を確認してください。）

　　精神疾患による病気休職者の職湯への円滑な復職を支援し，復職後の再発防止を目的として，公

　立学校共済組合中国中央病院と広島県教育委員会力腹職に向けたトレーニングを実施するものです。

トレーニングの概要

O対象者

　　広島県教育委員会が任命権を有する公立学校の主幹教諭，指湧教諭及び教諭で，鯖神疾患によ

　る病気休職者

O実施場所

　　公立学校共済組合 中国中央病院（福山市御幸町上岩成148－13）

O実施内容

　　何人かのグループで行われます。

　　①集団精神療法

　　　目的：同じ立場の人と話し合い，孤独感を緩和する。

　　　　　　周囲の体験や意見から自身を振り返り，復職後の再発防止のヒントを得る。

　　　内　容：テーマを設定し，デーマに沿って話し合う。

　　　　　　　（デーマ例：休職に至った経緯復職に向けての不安，ストレス対処法等）

　　②リラクゼーション

　　　目　的：ストレスマネジメント学習・リラクゼーション体験（ヨーガストレス解消法）を行

　　　　　　　うことでストレス対処の幅を広げる。

　　　内　容：ストレスマネジメント講義，ヨーガ体験

　③模擬授業

　　　目　的：教壇に立つ感覚を取り戻し，自信回復につなげる。

　　　　　　教師をもう一度やってみたいという動機付けを高める。

　　内　容：模擬授業事前作業（薄恥実施においτの不安や工夫の発表・共有　等）

　　　　　　指導寒作成（略案や指導案の作成，感想の発表・共有　等）

　　　　　　模擬採業（模擬授業実施フィードバック　等）

○実施期間

　　3か月間に毎週1回目計11回を基本としてトレーニングを実施します。

　　　第1期5月～7月

　　　第2期10月～12月

○スタッフ

　　心理療法士（臨床心理士）を中心に医師及び教育専門家が対応します。

　なお，このトレーニングは任意のものであり，広島県教職員職場復帰サ哩一トシステム実施の前

提となるものではありません。また，参加に当たっては，主治医の同意が必要です。
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4管理職自身のメンタルヘルス

　　管理職鳳幼児・児童・生徒の教育活動の実施．教職員の人事管理，地域や保護者への対応等，学

　校経営全般にわたって大きな責任を負っており，精神的な負荷を感じながら職務の遂行に当たること

　が少なくありません。

　　また，加齢による体力の低下や持病の悪化等，身体の不調が現れてくる時期でもあります。

　管理職も教脚員と同様に，一人で問題を抱え込まずに．関係機関や他校の管理職，またこれまでに

築いてきた人間関係を最大限に生かし，アドバイスや協力を得ることが大切です。

　　仕事にメリハリをつけ，休日にはしっかり気分転換を図ることも必要です。，

．＼
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病気休暇に係る関係規定

■職員の勤務時間及び休暇等に関する条例

　　（特別休暇）

　第十三条．特別休暇は，負傷又は疾病，（中略）その他の特別の事由により職員が勤務しないことが相当である

　　場合として人事委員会規則で定める場合における休暇とする。この場合において，人事委員会規則で定める

　　特別休暇については，人事委員会規則でその期間を定める。

　　（特別休暇及び介護休暇の承認）

　第十五条特別休暇（人事委員会規則で定めるものを除く。）及び介護休暇については，人事委員会規則の定め

　　るところにより，任命権者の承認を受けなければならない。

置職員の勤務時間及び休暇等に関する規則

　　（特別休暇）

第十条　条例第十三条の人事委員会規則で定める場合は，次の表の上欄に掲げる場合とし，その期間は，．それ

　　ぞれ同表の下欄に定める期間とする。

休暇を受ける場合 期間

人　負傷又は疾病（予防接種による著しい発熱等

@の場合を含む。）

医師の証明等に基づいて最小限度必要と認める口

狽ﾍ時間

　（特別休暇の請求）

第十三条特別休暇の承認を受けようとする職員は，あらかじめ任命権者に請求しなければならない。ただし，

　病気，災害その他やむを得ない事由によりあらかじめ請求できなかった楊合には，遅滞なく，その事由を付

　して事後において承認を求めることができる。

2　職員は，特別休暇を請求しようとする場合において，その休暇の期間が週休日，勤務時間の全部について．

時間外勤務代休時間が指定された勤務日戸，休日及び代休目を除いて引き続き．六日を超えるものであるとき

　は，医師の診断書その他勤務しない事由を証明するに足る書類を任命権者に提出しなければならない。

休職に係る関係規定

凹地方公務員法

　　　（降任，免職，休職等）

　第二十八条

　2　職員が，左の各号の一に該当する揚合においては，その意に反してこれを休職することができる。

　　一　心身の融障のため，長期の休養を要する場合

■職員の分限に関する手続及び効果等に関する条例

　　（降任，免職及び休職の手続）

　第二条　任命権者は，（中略）同（地方公務員法第二十八）条第二項第一号の規定に該当するものとして職員を

　　休職する場合においては，医師二名を指定してあらかじめ診断を行わせなければならない。

　2　職員の意に反する降任，免職及び休職の処分は，その旨を記載した書面を当該職員に交付して行わなけれ

　　ばならない。

　　（休職の効果）

　第三条　　（地方公務員）丹銅二十八条第二項第一号の規定に該当する揚合における休職の期間は，三年をこえ

　　ない範囲内において，休養を要する程度に応じ，個々の揚合について，任命権者が定める。

　2　任命権者は，前項の規定による休職の期間中であってもrその事故が消滅したと認められるときは，すみ

　　やかに復職を命じなければならない。

　第四条　休職者は，職員としての身分を保有するが，職務に従事しない。

　．2　休職者は，休職の期間中，条例で別段の定をしない限り，いかな為給与も支給されない。

■職員の給与に関する条例

　　（休職者の給与）

　第二十一条　　　　　　’　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　『　　醍

　3　職員が前二項以外の心身の故障により地方公務員法第二十八条第二項第一号に掲げる事由に該当して休職

　　にされたときは，その休職の期間が満二年に達するまでは，これに給料，扶養手当，地域手当，住居手当及

　　び寒冷地手当のそれぞれ百分の八十並びに期末手当及び勤勉手当を支給することができる。

」
　
「
　
．

一
．
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　　　　　　　第2章

学校におけるメンタルヘルス対応事例



第2章学校におけるメンタルヘルス対応事例

国圖囹初めての経験に苦労する中，家庭環境の変化により精神的負担が増大

　　　　（中学校40歳代）・

　4月，校内人事で初めて特別支援学級（4人）を撞任することになった。

　これまでの学校の対応では，学校での生徒の様子が家庭に十分伝わらないという不満を持つ保護

者がおられたので，生徒の様子を細かに説明するなど丁寧な対応に心掛けた。

　一コ口個別の指導計画など初めて作成する書類が負担になpていた。

　そんなとき，自分の家族が病気により入院U介護が必要な状況となった。

　仕事と介護で，いつも気持ちが張りつめる状態が続き，学校にいるとき，何でもない段差につま

ずいたり，階段から落ちたりするようになった。

　5月に校長に相談し，心療内科を受診。「適応障害」と診断され，病気休暇を取得後，休職発令

を受け，その後約1か月間の復職プログラムを経て復職した。

■対応の状況．

　　教諭は旦ぼ一つとしていて階段から落ちたことをきっかけに校長に相談した。

　　校長は，教諭の変調に気付き始めたころ，教諭から相談を受けた。その際，話をよく聴き，「病院

．を受診し，少し休んではどうか。」と助言した。

　　教詞は，心療内科を受診。「適応障害」の診断を受け，病気休暇を取得，その後休職発令を受け，

通院治療を行い，約1か月間の復職プログラムを経て復職した。

　　復職に当たっては，特別支援学級の担任を離れ，専門の教科の指導を担当した。

【教諭が良かったと思う対応】

校侵によく話を聴いてもらい，早期に治療に専念できた。

病気休暇を取得することで病気の治療に専念でき，ゆとり力喫きた。

家族が病気を理解し，支えてくれた。

復職プログうム中，職場の同僚が普通に接してくれた。

復職後は，専門の教科を自信をもって指導でき，ズトレスを感じなくなっていると思う。

専門医の診療を受け，気持ちが楽になった。

【こうしていればもっと良かったと思うこと】

周りに相談して一人で抱え込まないようにすればよかったへ

休暇制度などを確認する機会があればと思う。

復職プログラム等の連絡はもう少し早めに知らせて欲しかった。

医者から趣味を持つように助雷された。
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■　　　患の予　・期対応の小ント

　O相談しやすい人間関係，職場の雰囲気づくりが大切

　上司や同僚に気軽に相談できる人間関係の構築や職場の雰囲気づくりが大切です。日ごろからお互

いにあいさつや声掛けなどを行い，職場において，話がしやずい雰囲気づくりヒ努めましょう。

　待に管理職は．あいさつなどを通して教職員の表情をよく見るなど．教職員の健康状態に気を配り，

変調に気付いたら躊躇せず教職員の話を聴いてみるなど、教職員が悩みを抱え込まないように早めの

対応をすることが重要です。

01年目に注意

　転任して1年目や新たな校務分掌を受け持つなど，初めての経験をする場合は，ベテランの教職員

であっても，精神的・身体的負担が掛かるものです。管理職は，特に採用1年目や転任1年目の教職

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ員に注意し，日ごろから教職員の話を聴くなどして，日常的に健康観察を行うことが重要です。

圏チェックポイント

教職員が相談しやすい雰囲気づくりを心掛けてし、るか。

教職員から話を聴く場合は，教職員の話にしっかりと耳を傾けているか。

教職員に声を掛ける場合，相手の性格に配慮しているか。

初めての職務を受け持たせる場合，本人の仕事ぶりや進み具合を観察レているか。

＼．

L
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国論転任して生徒との人間関係がうまくいかず，．精神的に追い込まれた

　　　　（高等学校4σ三代）

　前任校では，．生徒との人間関係は『まくいっており，生徒指導には自信があった。4月に転任し

3年生の担任となった。担任経験もあり，当初はさほど不安もなかったが，前任校とは生徒の様子

が違うと感じていた。

　学習指導面でも生徒指導面でも課題がある生徒たちに，誠心誠意対応したが，しらけたムードが

漂い，空回りをする日々が続いた。精神的にこたえたのは，生徒の反応がないことだった。反発さ

れれば対応する術もあるのに，無視されるとやりょうがなかった。

　次第に体がだるくなり，自分の指導に自信がなくなってきた。6月ごろから，出勤することがつ

らくなり，年休を取得することが多くなった。そして，同僚に気力がわかないと相談した。

　7月に管理職の勧めもあり，心療内科を受診。「抑うつ状態」と診断され、2か月間の病気休暇

を取得し，更に1か月間の病気休暇を取得。その後1週間の経過観察を経て職場復帰した。

■対応の状況

　　教諭は，体がだるくなり，気力がなくなってきたことを同僚に相談した。同僚は，校長にそのこと

　を伝えた。校長は，日ごろから教諭の様子が気にな1っていたこともあり，教諭から様子を聞いた。

　　校長は心療内科への受診を勧め，教諭は妻とともに受診した。心療内科では「抑うp状態」の診断

を受け，2か月間の病気休暇を取得した。症状の改善はみられたが，万全を期すために更に1か月間

の診断を受け，病気休暇を取得し通院治療じた。その後1週間の経過観察を経て職場復帰した。

　復帰に当たっては，担任を離れ，当該学年以外の授業を担当した。また，自分の専門の部活動を受

け持った。

【教諭が良かったと思う対応】

早い時期に専門医の診察を受けることができた。

病気休暇を取得することで家族と接する時間が多く持てた。

休日には，自分の子どもと外に出るようにした。

自分の子どもの存在が大きく，子どものために復帰しなければならないと強く思った。

復帰後は，自分の専門の部活動を受け持つことで，やりがいを感じている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
【こうしていればもっと良かったと思うこと】

生徒の状態については，スクールカウンセラーに相i淡していたが，自分の悩みをもっと周囲に

積極的に話しておけば良かった。

あれもこれも抱え込むのではなく，割り切ることが大切であった。
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■　　　患の　　・　　・応のポイント

　Oプレッシャーを感じたときに解消する手立てを持たせること

　．何もかも抱え込み過ぎず，割り切ることも大切です。プレッシャーを感じたときは，趣味やスポー

ツなど，ストレスを発散できる手立てを持つと良いでしょう。

　また，日ごろから声を掛け合い，ストレスを感じない職場環境をつくることも大切です。

6生徒指導や学級経営などの指導方針を共通理解すること

　生徒指導や学級経営等において，指導目標や指導方針，具体的な指導痘法等を明確にし，全ての教

職員の共通理解を図ることが大切です。そうすることで，組織的な対応が可能となり，指導がうまく

いかない場合の相談や助言がしゃすくなります。

■チェックポイント

異動して1年目の教職員に対しては，意識して表情や仕事ぶりを観察しているか。

幼児・児童・生徒の状況について，情報の共有はできているか。　．

生徒指導や学級活動において，具体的な指導方針・方法等が共有されているカ㌔

復帰・復職に当たって，無理なく職務に復帰できるよう業務の分担に配慮しているか。

＼
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国囹日研究のまとめを任されたものの，うまく進まず，不安と焦りに追い詰められた

　　　　（中学校40歳代）

　新年度，初めて研究主任を命じられた。昨年度まで研究を中心に進めてきた校長と研究主任は，

年度末人事で他校に異動となっていた。

　夏季休業期間に入り，校長から，10月に行われる公開研究会に向け，研究のまとめを2学期開

始までに作成するよう命じられた。

　昨年度まで研究を中心ヒ進めてきた前校長と前研究主任がいない中，昨年度のデータ分析・考察

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　　コ
を誰にも相談できず，一人で作業を行わなければならない状況であった。

　このような状況の中，うまくまとめが進まず，公開研究会までに間に合わなくなるのではないか

・とめ不安が生じ，徐々に集中力がなくなり，無力感と焦燥感に襲われるようになった。睡眠も十分

取れず，仕事が手に付かない状態となった。

　2学期が始まろうとする8月の下旬，教頭に相談し専門医への受診を勧められ，心療内科を受診。

「酬うつ状態」と診断され，3か月間の病気休暇を取得，1週間の経過観察を経て職場復帰した。

i

．
1
「

■対応の状況

　　教諭は，研究のまとめめ提出期限が迫ってきたところで教頭に棉談した。

　　教頭は，教諭から状況を聴く中で，「病院を受診し，少し休んではどうか。」と助言するとともに・

　校長にこの状況を報告した。

　　校長は，教諭の状況を理解し，公開研究の担当から外すこととした。

　　教諭は，心療内科を自分で探し受診。「抑うつ状態」の診断を受け，3か月間の病気休暇を取得し㌔

　通院治療。1週間の経過観察を経て復帰レた。経過観察中，同僚は普通に接した。

　　復帰に当たっては，研究主任から離れ，経験のある進路指導の分掌を担当した。

【教諭が良かったと思う対応】

教頭に話を聞いてもらい，専門医を受診するきっかけができた。

家族が病気を理解し，支えてくれた。

経過観察中，復帰後，職場の同僚が普通に接してくれた。

復帰後は，経験のある進路指導ID分掌に就かせてもらった。

管理職からの声かけが増えた。

【こうしていればもっと良かったと思うこと】　　　　．＼

周りに相談して一人で抱え込まないようにすると良かった。時には人に頼ることも必要。

精神疾患に対する知識を持ち，病気とうまく付き合うことも大事。　　L

病院探しに苦労した。
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■　　疾患の予　・早期対応のポイント

O任せた仕事の進捗確認や状況把握，必要に応じて支援が必要

　教職員に仕事を任せた場合，任せっ放しになっていないでしょうか。．管理職は」・職場での教職員の

表情や仕事振りに目を配り．順調に進んでいるか，行き詰まってないか，進捗状況を把握し，行き詰

まっているとこ易があればレ教贈員から原因や悩みを聴き取り，必要な支援を行う懸要があります。

　また1教職員が一人で仕事を抱え込むことなく，組繕で対応できるよう．普段から体制を整えてお

くことが必要です。

O分掌の引継ぎがうまく行われているか留意を

　校内で情報が共有できるよう，普段から資料整理を行い，いつでも誰でも利用できるよう整えてお

くことが必要です。

　また，校務分掌において，中心的な役割を担っている教職員の後任を想定し，その教職員に補佐的

な役割を持たせることで，円滑に引継ぎができるよう配慮しておくことも必要です。

　主任等が異動した場合にも，管理職はヨ1継ぎがうまく行われているかどうか確認しておくことが必

要です。

■チェックポイント

初めての職務を受け持たせる場合，本人の仕事ぶりや進み具合を観察しているか。

仕事ぶりや進捗状況がを確認して，助言や支援をしているか。

復帰・復職に当たって，無理なく職務に復帰できるよう業務の分担に配慮しているか。

復帰・復職に当たって，他の教職員の協力体制はできているか。

．L

L
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国二目担当する部活動において成果が出ないことが精神的負担に

　　　　　（高等学校40歳代）

　野球部を担当して5年目となる。ここ2年間はなかなか成果が出ず，もともと神経質な性格でも

あり，自分の指導方法に悩んでいた。いろいろと指導方法を研究して取り組んでみるものの成果に

つながらず，特に，新年度になってからは，成果の出ない自分の指導方法に対して保護者から批判

が上がるようになった。

　そのことで，ますます何とか成果を上げなければと焦るようになり，6月頃からは体がだるくな

るなど体調に変化が見られるようになった。

　日ごろから校長や同僚の教職員に，指導についての相談をしていたが，6月末に体調の変化につ

いて校侵に相談し，躊躇しながらも心療内科を受診。「自律神経失調症」と診断され，’3か月間の

病気休暇を取得した。その後1週間の経過観察を経て職場復帰レた。

■対応の状況

　　教諭は，体がだるく，やる気が出なくなったことなど，心身の変調に不安を感μ校長や同僚に何

度か相談した。

　相談を受けた校長は，当初は教諭を励ます言葉を掛けていたが，教諭の様子が深刻であることから

励ますことをやめ．「無理をせず，休んではどうか。」と助言した。・

　教諭はゼ躊躇したが，配偶者にも相談した上で，心療内科を受診。「自律神経失調症」の診断を受

け，3か月間の病気休暇を取得し，通院治療。1週間の経過観察を経て復帰した。

　復帰に当たって，校長は，不調となった原因を取り除くことが必要と考え，部活動についても他の

部の担当とした。

【教諭が良かったと思う対応】

校長をはじめ職場内に相談しやすい雰囲気があった。

’病気休暇を取得することで自分を見つめ直すことができた。

経過観察では，徐々に学校にいる時間を延ばしていったので，無理なく復帰に向けた準備

ができた。

復帰後は，担当する部活動が変わり，意欲を持って指導できている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’＼
【こうしていればもっと良かったと思うこと】

思うようにいかないことについて，気にし過ぎないようにすると良かった。

相談機関があることを知らなかった。　　　　　　　　　　　　　’し

もう少し早く医師に相談していれば良かった。
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■　　疾患の予　・早　・応のポイント

　O職員の話をよく聞くこと

　多くの教臓員は，幼児・児童・生徒への指導や保謹者への対緬，職場の人間関係等，何かしらの悩

みを抱えています。管理職は，教職員の表情や言動から，おかしいと感じたら，躊躇せずその職員か

ら話をよく聴くことが大切です。

　また，唐要に応じて専門医への受診を勧めることも大切です。

．O精神的な負担の軽減を

　精神疾患の原因がある程度特定できる場合，教職員の症状が深刻なものとなる前に，負担となって

いる担当業務から外す等，異体的に教職員の精神的な負担の軽減をすることが大切です。

　また，復帰前の経過観察や復帰後においても，段階的に通常の勤務に近づけていくなど，教職員の

状況に配慮した対応が求められます。

■チェックポイント

教職員が相談しやすい雰囲気づくりを心掛けているか。

教職員の表情や健康状況に気を配り，気になる場合は声をかけているか。

教職員から話を聴く場合は，教職員の話にしっかりと耳を傾けているか。

復帰・復職に当たって，無理なく職務に復帰できるよう業務の分担に配慮しているか。

亀

＼．
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国回量新たな部活勲顧問となった中で生徒・保護者とトラブル

　　　　（高等学校40歳代）

　新しく異動した高校で、バスケットボール部の監督をすることとなった。これまで自分が行って

きた指導方法を取り入れようとしたところ，数名の生徒が反発し，それに併せて保護者がこれまで

の指導者とやり方が違うと不満を述べるようになってきた。

　さらに，関節痛の持病があり，時々，生徒と一緒に練習することが難しいことがあるため，生徒・

保護者の不満が増した。賂

　その結果，夜眠れないなど精神的に不安定な状態が続き，監督から身を引きたいと思ったが，周

囲に迷惑を掛けることを避けたいとの思いから，．言い出せなかった。

　そのような中，心療内科を受診したところ「適応障害」との診断を受け，病気休暇を取得した後，

休職発令を受け．約1か月間の復職プログラムを経て復職した。

■対応の状況

　校長は，教諭が病気休暇を取得するに当たり，別の指導者を確保するなど部活動の指導体制を整え

　るとともに，教諭に対して「学校や部活動のことは気にしなくていいから，安心して治療に専念する

ように。」伝えた。

　併せて，校長は教諭の配偶青に対レて直接会って話をし．学校での状況を伝えるとともに，家庭で

．治療に専念してもらうことを最優先に考えてほしいと伝えた。

　．教諭は，病気休暇を取得した後，休職発令を受け，通院治療に専念し，その後約1か月間の復職プ

ログラムを経て復職した。

　復職プログラムの際，校長は，教諭と人間関係のあった教職員に声をかけさせるようにした。

【教諭が良かったと思う対応】

　病気休暇の取得に当たり，管理職から「何も気にしなくていいよ。」と言ってもらった。

　家族も病気を理解し，世間体も気にせず接してくれた。

　同僚が悩みを聞いてくれ，．誰一人プレッシャーをかけることはなく，復職の際にも「戻ってこ

られてよかったね。」との言葉をもらった。

【こうしていればもっと良かったと思うこと】　　　　　　＼

早く心療内科を受診し，適切な治療を行っていれば良かった。

公立学校共済組合のメンタルヘルス等相談事業も利用してみれば良かっ産。．

51



■　　疾患の予防・早　対応のポイント

　0安心して病気の治療に専念できる支援が大切

　不調を感じながらも，自分が休むことで周囲に迷惑が掛かるのではないかと思い，悩みを相談しに

くかったり，休暇を取得することを躊躇したりするケースがあります。

　管理職は，教職鼻の心身の変調に気付いたら必要な治療が受けられるよう早目の対応が必琴です。

　同僚は，悩みを抱えた教職員に気付いたら早めに管理職に相談し，管理職は速やかに学校全体で支

援できる体制を整えていくことが必要です。

O生徒・保護者とのトラブルは組織で対応

　教職員と生徒や保謹者との間でトラブルが生じた場合，教職員が問題を抱え込んでしまい，問題の

解決が困難になるばかりか，当該教職員の精神的負担が大きくなる場合があります。

　トラブルが生じたら，当該職員は速やかに主任や主幹教諭，管理職に報告・相談し．問題解決のた

めの対応を組織的に行うよう，日頃から指示しておくことが大切です。

　管理職は，問題の解決に当たる体制を整えるとともに，普段から面談などで教職員がトラブルを一

人で抱え込んでいないかなど，状況把握に努めることが必要です。

匿チェックポイント

異動して1年目の教職員に対しては，意識して表情や仕事ぶりを観察しているか。

幼児・児童・生徒・保護者等とトラブルが発生した場合は，速やかに報告されているか。

トラブル等の相談を受けた後，その後の経過を把握しフォローしているか。

　　　　L
a気休暇取得に当たって，他の教職員の協力体制はできているか。

＼、
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・国國鵜員の人間関係が損な棟ていく中で洞学年の燗関係が負担に

　　　　　（小学校50歳代）

　4月，校内人事で学年2クラスあるうちの1づのクラスを担任することになった。

　同学年のもう1名の担任と相談し，．協かしながら学年を運営していこうとしたが，意見が合わな

いことがあp，次第に相談しにくい状態になった．その肇も相手から辛く当たられ負担ζなった。

　管理職に相談したが，状況は改善されなかった。他学年の同僚は皆多忙であり，相談しにくい雰

囲気があった。

　2学期に心療内科を受診。「適応障害」と診断され，週丁回通院していた。12月から約4か月間

の病気体暇を取得。その後1週間の経過観察を経て職場復帰した。

■対応の状況

　　教諭は，管理職に相談したが，状況は改善されなかったd体調に変調を感じて2学期に専門医を受

診した。

　　「適応障害」の診断を受け，通院治療を継続していたが，医師の勧めもあり，4か月間の病気休暇

を取得し，治療に専念した。その後1週間の経過観察を経て復帰した。

　復帰後の勤務を経て，現在は異動により別の学校に動務している。現在，服薬や通院はない。

【教諭が良かったと思う対応】

専門医の勧めを受けて。一定期間の病気休暇を取得． ｵて治療に専念することとした。

病気休暇中は，学校のことを考えないようにした。

病気休暇中，家族が支えとなり自分と向き合うことができた。

経過観察が，復帰のための助走となった。

【こうしていればもっと良かったと思うこと】

　周りが皆自分のことで精一杯という状況であった。厳しい状況だというサインを感じてい

たなら，周りの者と一緒にサポートを行ネば良いと思う。

　自分がダメだと思ったらSOSを出す勇気が必要だと思う。

　教師をやっていて艮かったと思える状況を作る（例えば自分が楽しいと思う授業をする。）

ようにすると良いと思う。
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■　　疾患の　　・早　・応のポイント’

　0相談しやすい人間関係，’職場の雰囲気づくりが大切

　　上司や同僚に気軽に相談できる人間関係の構築や職場の雰囲気づくりが大切です。日ごろからお互

いにあいさつや声掛けなどを行い，職場において．’話がしゃすい雰囲気づくりに努めましょう。

　特に管理職は，あいさつなどを通して教職員の表情をよく見るなど，教職員の健康状態に気を配り，

教贈員の心身の変調に気付いたら，その教職員の話を聴いてみるなど，教職員が悩みを抱え込まない

ように早めの対応をすることが重要です。

Oサインを見逃さない

　教職員から発せられるサインを見逃さず，適切に対応していくことが必要です。サインは年齢の老

若にかかわらずいろいろな形で現れます。．特に管理職は，日ごろから教職員の状況に気を配り，表

情や言動等の変化を感じたら還慮なく声を掛けるなど．サインを見逃さないように努めましょう。特

に，教職員から直接申し出があった場合は，真摯に対応することが重要です。

瞑チェックポイント

教職員の表情や健康状況に気を配り，気になる場合は声を掛けているか。

教職員が相談しやすい雰囲気づくりを心掛けてし、るか。

教職員から話を聴く場合は，職員の話にしっかりと耳を傾けているか。

職員室等での会話や発言に気を配り，教職員間の人間関係を把握しているか。

＼

L
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国画國保護者からの厳しい要望を一人で抱え込んでしまったことが精神的負担に

　　　　（特別支援学校40歳代）

　4月の定期人事異動で特別支援学校に異動し，発達障害のある生徒の担任となうた。

　2学期，当該生徒が他の生徒に暴力を振るうなど，危険行為を繰り返すようになった。学校の指

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ導方針を保護者に繰り返し説明したが，全く理解が得られず，．かえって厳しい要望を突き付けられ

ることとなった。

　同僚や管理職にも相談し助言や支援を受けながら対応したが，解決に至らないまま，自分一人で

問題を抱え込んでしまい，孤立感が強まった。

　保護者への難しい対応を迫られる中，夜中に目が覚めたり，手足のしびれや発汗．胸への強い圧

迫を感じ始め精神科を受診。「うつ状態」と診断され，2月から約2か月間の病気休暇を取得した。

　その後，1週間の経過観察期間を経て，新年度め4月1日から職場復帰したが，十分に快復しな

いままで復帰してしまい，再度3か月間の病気休暇を取得することとなった。2回目の病気休暇中

は復帰を焦らず，じっくり治療に専念し，1週間の経過観察を経て職場復帰した。

■対応の状況

　　精神科を受診した教諭は「うつ状態」と診断され，主治医から，「担任を外してもらうことと，休

養を取ること」を指示され，そのことを校長に相談。約2か月間の病気休暇を取得した。

　　年度替わりの4月から職場復帰するに当たり，校長は主治医の意見をもとに，教諭を当該生徒の担

任及び学年から外した。

　教諭は，年度替わりで復帰を果たしたが，十分快復しないままで復帰したため症状が悪化し，再度

　3か月間の病気休暇を取得することとなった。

　　2回自の病気休暇中は復帰を焦らず，治療に専念することとした。

　校長は，教諭の同意を得て通院に同行し，主治医と継続して話をした。その後1週間の経過観察を

経て職場に復帰した。

【教諭が良かったと思う対応】

　配偶者や子どもが職場復帰を焦らず，見守って支えてくれた。

　校長が通院に同行してくれ，主治医と話をしてくれた。

　病気休暇中，体力づくり・本を読む・楽器演奏などをしながらじっくり時間をかけて，治

療に専念できた。

　経過観察中，生徒が温かく迎えてくれた。

　特別扱いされず，自然な雰囲気の中で復帰できた。
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【こうしていればもっと良かったと思うこと】

　自分1人で抱え込まないで，もっと相談すれば良かった。

職場復帰を焦らないようにすれば良かった。

病気休暇の主要な要因となった生徒のクラスで経過観察を行わなくてもよいように配慮し

て欲しかった。

慣れない職場で先行きに不安があったので，復帰後の将来的な見通しが持てるようにアドバ

イスがもらえるとありがたい。

■精　　患の予　・期対応のポイント

　O一人で抱え込まないで相談すること

　　責任感を持って業務を遂行することは大切ですが，学校は組織で仕事をしているという意識を持た

せることが大切です。困ったことや行き詰まったときには，上司や同僚に相談して，一人で問題を抱

え込ませないよう．にしましょう。保護者対応が難しい場合には，管理職が同席するなど，保護者と1

対1で対応するのではなく，複数で対廊することも重要です。また，早めの報告，連絡，相談を心掛

けさぜると，問題が大きくならないうちに解決できることもありますし，孤立感を持たせることも少

なくなります。

　また・保護書対応後の状況についても継続的に把握し，必要に応じてフォローしていくことが大切

です。

0体調を整えることが予防の第一歩

、病気をしたりけがをしたりしても，気持ちは落ち込むものです。体調が悪いと仕事への意欲も低下

します。健康でいるために，体を動かして体力づくりをすることも大切ですし、本を読んだり，．趣味

に興じたりするなど，自分の好きなことを見つけて熱中することもメンタル不調の予防につながりま

す。

　まずは，．心と体のメンテナンスを心掛け，体調を整えさせることが予防の第一歩になります。

■チェックポイント

教職員の表情や健康状況に気を配り，気になる場合は声をかけているか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．Lｳ職員が相談しやすい雰囲気づくりを心掛けているか。　　　、

異動して1年目の教職員には，意識して表情や仕事振りを観察しているか。

保護者等と対応するときは，可能な限り，複数で対応するようにしているか。　L

トラブル等の相談を受けた後，その後の経過を把握しフォローしているか。
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圏チェックポイント（管理職用）

自身や職場の状況についてチェックし之ください。

慧購灘懇慧購1難購灘ll灘鱗欝灘懸灘蕪
1
可能な限り，1日1回は教職員全員に声を掛けているか。

2
教職員に声を掛ける場合，相手の性格に配慮しているか。．

3 教職員の夢判や健康状況に気を配り，気になる場合は声を掛けているか。

4
教職員が相談しやすい雰囲気づくりを心掛けているか。

5
教職員から話を聴く場合は，相手の話にしっかりと耳を傾けているか。

6 職員室等での会話や発言に気を配り，教職員商の人聞関係を把握しているか。

rド；磁玉訟1こ跡　　一．5・ニー■畳銚最．f飴L窯併＝｝・　漸「＝．　　啄ご鳩設鷲｝壽乱～・鶴山．嬬へ　　％一’・㍉．・』＝・こ・・　争∵．・詳

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一よ~．灘一榊・＿沖＿一．一、．．「、．。、．＿、一、．・麟・＿・．．．．．一．．．一一・，＿．卜．．膿嶺．鯉＿．荏・．、・，’

1
異動して1年目の教職員には，意識して表情や仕事ぶりを観察しているか。

2
初めての職務を受け持たせる場合，本人の仕事ぶりや進み斬合を観察しているか。

3

　　　い臨｝　．咽v』・p一で・L＝ご弍’賭鐙．・1孤郁帝’・諜赫螂＝一一両論ゴニ」面㌔’『r・肌　’』退匙瞳　ぞ‘一噛－’』』窯』

A・石匡・・、・噌「・」い、3、1、・唱一、、三桑し・トー？三．舜器虹．啄　・、∫再“ら、・二支．・・9一匹単，・・｝－・昌・，…　一一貢7・ゴ・“」・。持・＝2一・「，”・覧一・・丁さ1，Ω・宙・愚

」一　i減馳　　，　　・

@・・一関蝦

1
幼児・児童・生徒の状況について，情報の共有はできているか。

2 生徒指導や学級活動において，具体的な指導方針・方法等が共有されているか。

3 幼児・児童・生徒や保護者等と対応するときは，可能な限り，複数で対応するように

ｵているか。

4
幼児・児童・生徒や保護者等とトラブルが生じた場合は，速やかに報告されているか。

5 トラブル等が大きくならないうちに，積撞的に対応の場に同席しているか。

6 トラブル等の相談を受けた後，その後の経過を把握しフォローしているか。

薮顛讃鍵㌶蒸鱗1三豊欝，鱗灘、毅難病藩鐘1
1
復帰・復職に当たって，無理なく職務に復帰できるよう業務の分担を配慮しているか。

2 復帰・復職に当たって，他の教職員の協力体制はできているか。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r、
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　　　　　第3章

メンタルヘルスに係る通知等



㊥
．平成22「年3月31日

各市町教育委員会教育長’様

広島県教育委員会教育長

〔徹1灘凹

教職員のメンタルヘルスの保持について（通知）

　精神疾患による休職者が教職員に占める割合は，依然として高い水準で推移

しており，教職員が心身ともに健康を維持して教育に携わることのできるよう

な職場環境を整えることが重要な課題となっています。

　このこと盈踏まえて，広島県教育委員会では，各県立学校長に対して，別紙

写しにより，教職員のメンタルヘルス保持のための取組みについて，平成22

年3，月31日付けで通知したところです。

　つきましては，貴教育委員会におかれましても，貴管内の各学校等に周知を

図っていただきますようお願いします。

．＼

22



⑤ 文書分類記号　B1210

保存年限
平成22年3月31日

各　県　立　学校長三

教．　　育　　　長

　く教職員課）
　（健康福利課）

教職員のメンタルヘルスの保持について（通知）

　精神疾患による休職者が教職員に占める割合は，依然として高い水準で推移してお

り，教職員が心身ともに健康を維持して教育に携わることのできるような職場環境を

整えることが重要な課題となっています。　　　　、

　ついては，次の取組みを行い，教職員のメンタルヘルス保持に，：より一層努めてい

ただくようお願いします。

O　メンタルヘルスのためのガイドブックの周知等について

　　国においては，昨年7月，人事院が国家公務員のメ．ンタルヘルスめためのガイド

ブック「国家公務員とメンタルヘルス」を作成している。その中の「管理監督者の

．ためのガイドブック」（別添〉では，心の健康について，職場の王司として知って

おくべきこと1を，早期発見・適切な対応に絞り拳ん：で要約するとともに，「パワ←・

イ・ラスメとト」に関する注意事項も掲載しτいう。∵．

　　こ嘩料を参考として・引き続き潤滑な緯鯉営及二品のメンタルヘルス
に留意するとともに．，．この資料にρいて，教職員た周知を図る．こと。

○　公立学校共済組合広島支部「産業カウセセラーによる三二相談」の利用について

　　教職員が，職揚，家庭，地域で起こる様々な悩みなどについて，．専門的なアドバ

　イスを受けることができる「産業カウンセラーによる面接相談」の相談場所が，平

成21年12月から，これまでの広島，岡山に加えて，福山，三次でも相談できるよう

拡充されている。秘密は厳守されるので，安心して相談するよう，改めて教職員に

周知を図ること。

　　詳細lhtt　l〃㎜．　kouritu．　o，’／hiτ6shi田a／kousei／kanri／menta1Σsodan／index，　html
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